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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
雨
上
が
り
の
空
の
下

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
８
４
７
Ｆ

【
作
者
名
】

　
西
瓜

【
あ
ら
す
じ
】

　
高
校
一
年
、
鈴
川
結
城
。
同
じ
く
高
校
一
年
、
姫
野
由
紀
乃
。
高
校
生
活
を

ス
ズ
カ
ワ
ユ
ウ
キ

ヒ
メ
ノ
ユ
キ
ノ

す
る
、
普
通
の
高
校
生
。
だ
け
ど
、
由
紀
乃
に
は
、
男
の
人
が
苦
手
な
訳
が
…
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プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

駄
文
で
す
が
、
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。
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プ
ロ
ロ
ー
グ

「
ね
え
、
あ
れ
か
ら
…
、
ど
れ
く
ら
い
た
っ
た
の
か
な
？
…
。
」

雨
が
降
っ
て
い
た
。

「
あ
な
た
は
、
元
気
？
…
。
私
は
、
元
気
だ
よ
。
」
彼
女
は
泣
い
て
い
た
。
雨

が
彼
女
の
涙
を
、
洗
い
流
し
て
い
た
。

「
全
部
あ
な
た
の
お
か
げ
だ
よ
。
あ
り
が
と
う
…
。
」

緑
の
丘
は
星
空
を
、
綺
麗
に
映
し
だ
し
て
い
た
。

彼
女
は
笑
っ
て
い
た
。
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一
、
鈴
川
結
城

「
お
前
、
ホ
ン
ト
に
す
げ
ぇ
な
！
」

「
そ
ん
な
こ
と
ね
え
っ
て
…
。
」

だ
る
い
。
コ
イ
ツ
と
い
る
と
疲
れ
る
。

「
あ
は
は
☆
」

俺
、
鈴
川
結
城
。
 

っ
と
、
隣
の
コ
イ
ツ
が
、
竹
内
直
。
…
。

コ
イ
ツ
が
問
題
な
ん
だ
よ
な
ぁ
。

「
今
日
も
サ
ッ
カ
ー
で
、
一
試
合
で
４
得
点
！
」

「
だ
か
ら
！
た
ま
た
ま
だ
っ
つ
ー
の
。
」

「
ほ
ら
～
、
あ
ん
た
た
ち
！
」

直
の
彼
女
だ
…
。
 

２
倍
め
ん
ど
い
。

「
梨
佳
～
☆
」

「
ち
ょ
っ
と
～
、
ギ
リ
ギ
リ
で
宇
山
高
、
は
い
っ
た
ん
だ
か
ら
、
直
は
勉
強
し

な
さ
い
！
」
 

植
野
梨
佳
。
お
節
介
女
。
今
日
も
テ
ン
シ
ョ
ン
高
ぇ
…
。
 

「
も
う
一
度
言
う
わ
よ
…
、
直
は
勉
強
し
な
さ
い
！
」

「
う
わ
っ
、
そ
れ
言
う
な
よ
～
。
」

「
俺
、
だ
る
い
か
ら
帰
る
わ
～
。
」

「
分
か
っ
た
ぜ
ヒ
ー
ロ
ー
♪
」

「
結
城
君
、
ま
た
明
日
ね
ぇ
。
」

よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
…
。

「
は
ぁ
…
。
家
ま
で
遠
い
な
ぁ
…
。
」

ホ
ン
ト
は
そ
ん
な
ん
じ
ゃ
な
く
て
、
帰
り
た
く
な
い
だ
け
…
な
ん
だ
よ
な
。
「

あ
れ
？
あ
れ
は
…
。
」
 

門
の
前
に
た
っ
て
ん
の
…
。

同
じ
一
年
の
…
。
て
か
！
同
じ
ク
ラ
ス
の
奴
じ
ゃ
ん
！
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確
か
…
。
姫
野
？
…
。
だ
っ
け
。

「
ま
ぁ
い
い
か
。
」

「
ぶ
～
ん
♪
」

「
痛
っ
！
」

な
ん
だ
コ
イ
ツ
？

小
学
生
か
。

「
あ
れ
れ
？
お
兄
ち
ゃ
ん
ゴ
メ
ン
ね
。
」

「
ち
ゃ
ん
と
前
見
て
あ
る
け
よ
？
」

「
は
ぁ
い
♪
」

「
あ
っ
！
達
也
！
」

姫
野
？
い
つ
の
間
に
。

「
あ
ん
た
確
か
…
。
鈴
川
君
？
」
 

「
あ
、
あ
あ
。
」

や
べ
ぇ
、
早
く
帰
ん
ね
え
と
。
帰
り
た
く
ね
え
け
ど
。

「
達
也
、
お
兄
ち
ゃ
ん
に
謝
っ
た
？
」

「
う
ん
♪
」

「
鈴
川
君
、
ゴ
メ
ン
ね
。
」

「
い
や
、
い
い
け
ど
。
」

や
べ
ぇ
俺
、
露
骨
に
早
く
帰
り
て
ぇ
…
っ
て
顔
し
て
る
。

「
じ
ゃ
、
ま
た
ね
。
」

「
お
う
。
ま
た
な
。
」

て
か
、
初
め
て
し
ゃ
べ
っ
た
…
よ
な
。

「
バ
イ
バ
イ
、
お
兄
ち
ゃ
ん
。
」

「
ま
た
な
。
」

急
げ
俺
！

「
ゼ
ェ
…
ハ
ァ
…
、
た
、
た
だ
い
ま
…
。
」

「
あ
ら
、
お
か
え
り
結
城
。
」
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急
げ
急
げ
。

「
お
風
呂
入
っ
て
よ
、
結
城
。
」

「
ゴ
メ
ン
、
急
い
で
っ
か
ら
。
」

「
何
よ
…
、
あ
の
子
っ
た
ら
。
」

ふ
ぅ
、
間
に
合
っ
た
。

こ
れ
が
観
た
か
っ
た
ん
だ
よ
♪

「
～
え
ぇ
、
今
日
の
試
合
は
、
日
本
対
ト
ル
コ
。
見
も
の
で
す
ね
。
～
」

「
ト
ル
コ
か
、
日
本
負
け
ん
…
」

「
コ
ラ
！
結
城
！
」

！
…
、
何
だ
よ
。

て
、
ま
さ
か
…
。

「
親
父
！
」

俺
の
帰
り
た
く
な
い
理
由
。
怒
鳴
る
親
父
…
。

「
母
さ
ん
が
風
呂
に
入
れ
と
、
言
っ
て
る
ぞ
！
早
く
行
き
な
さ
い
。
」

「
…
。
了
解
…
。
」

俺
の
娯
楽
の
時
間
が
…
。
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二
、
鈴
川
結
城
２

「
あ
ぁ
、
試
合
終
わ
っ
ち
っ
た
。
」

親
父
の
命
令
は
絶
対
。
…
な
ん
だ
よ
な
…
。

「
全
く
、
…
。
」

眠
く
な
っ
て
き
た
な
ぁ
。

「
よ
し
！
寝
る
か
！
」

「
結
城
～
、
晩
ご
飯
よ
。
」

行
か
ね
ぇ
。
親
父
が
き
て
も
行
か
ね
え
。

寝
て
ー
ん
だ
よ
…
。

ギ
ュ
ル
ル
ル
ル
…
。

結
城
の
お
腹
は
嘘
を
つ
か
な
い
よ
う
だ
。

「
く
そ
っ
！
」

ギ
ュ
ル
ル
…
。
 

「
母
ち
ゃ
ん
、
今
行
く
。
」

結
城
は
階
段
を
も
の
す
ご
い
速
さ
で
か
け
て
い
っ
た
。

二
人
が
初
め
て
会
話
し
た
日
。
天
気
は
曇
り
だ
っ
た
。

「
や
べ
ぇ
！
寝
坊
し
た
ぁ
！
」

「
パ
ン
食
わ
え
て
ど
こ
行
く
の
？
」

「
学
校
だ
よ
！
」

「
あ
ら
、
今
日
日
曜
よ
。
」

結
城
の
耳
に
は
、
届
い
て
い
な
か
っ
た
。

「
ふ
っ
…
。
も
う
最
悪
。
」

今
日
、
日
曜
じ
ゃ
ね
え
か
。

「
も
う
…
。
私
っ
た
ら
、
今
日
日
曜
じ
ゃ
ん
。
」

お
、
お
い
ま
さ
か
…
。
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「
姫
野
じ
ゃ
ん
！
」
 

「
え
？
」

「
何
だ
よ
、
今
日
日
曜
だ
ぜ
。
」

「
鈴
川
君
こ
そ
、
私
と
同
じ
み
た
い
ね
。
」

「
違
う
違
う
！
こ
れ
は
、
そ
の
…
。
」

「
あ
～
あ
、
高
校
っ
て
、
土
曜
日
も
あ
る
か
ら
…
、
日
曜
も
あ
る
か
な
ぁ
、
っ

て
、
勘
違
い
し
ち
ゃ
っ
た
。
」

俺
も
だ
。

「
へ
、
へ
ぇ
～
…
。
俺
は
朝
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
だ
ぜ
。
」

（
鈴
川
君
の
声
、
震
え
て
る
。
ふ
ふ
。
）

「
何
だ
よ
、
に
や
に
や
し
て
！
」

「
別
に
ぃ
、
…
。
」

「
じ
ゃ
、
俺
は
帰
っ
か
ら
な
。
」

「
私
も
。
」

ふ
～
。
恥
か
く
と
こ
だ
っ
た
ぜ
…
。

「
そ
れ
と
、
鈴
川
君
？
」

「
ん
？
」

「
嘘
が
下
手
だ
ぞ
！
制
服
で
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
人
が
い
る
の
？
」

げ
っ
！
バ
レ
た
…
。

「
最
初
か
ら
知
っ
て
た
な
ぁ
…
。
」

あ
れ
？
も
う
行
っ
ち
ゃ
っ
た
か
。

「
何
だ
こ
れ
？
」

【
姫
野
由
紀
乃
 

１
９
９
３
年
６
月
６
日
生
ま
れ
 

音
楽
部
所
属
 

宇
山
高
校

一
年
Ｂ
組
】
 

「
あ
っ
！
ア
イ
ツ
、
こ
れ
、
学
生
証
じ
ゃ
ん
。
落
と
し
た
の
か
。
」

ア
イ
ツ
、
由
紀
乃
っ
て
名
前
な
ん
だ
…
。

「
音
楽
部
…
か
、
俺
と
真
逆
だ
な
。
」

っ
て
、
俺
も
帰
ん
な
き
ゃ
！
姫
野
の
せ
い
で
時
間
く
っ
ち
ま
っ
た
。

「
は
ぁ
…
。
」

結
城
は
、
走
り
だ
し
た
。



9

三
、
姫
野
由
紀
乃

「
な
っ
、
な
い
！
」

私
の
学
生
証
…
。

「
再
発
行
…
、
で
き
な
い
ん
だ
よ
な
～
。
」

～
プ
ル
ル
♪

「
電
話
だ
、
誰
だ
ろ
？
…
、
梨
佳
だ
。
」

～
プ
ル
ル
♪

「
も
し
も
し
～
？
」

「
～
あ
っ
！
由
紀
乃
？
」

「
何
よ
も
う
、
こ
ん
な
と
き
に
ぃ
。
」

「
あ
れ
？
ふ
ふ
ふ
、
怒
っ
て
る
。
」

「
笑
う
な
ぁ
！
」

「
学
生
証
の
、
こ
と
で
し
ょ
？
」

！
？
そ
う
よ
。
そ
れ
な
の
！
 

「
梨
佳
、
あ
な
た
！
い
つ
か
ら
超
能
力
に
、
目
覚
め
た
の
？
」

「
結
城
君
が
、
拾
っ
て
く
れ
て
た
ん
だ
よ
♪
」

鈴
川
君
が
？

「
わ
ぁ
、
ど
う
し
て
だ
ろ
？
」

「
と
り
あ
え
ず
、
あ
た
し
由
紀
乃
ん
家
に
、
近
い
か
ら
♪
」

「
あ
り
が
と
。
外
で
待
っ
て
る
ね
。
」

ブ
ツ
ン
…

～
プ
ー
…
プ
ー
…
 

由
紀
乃
も
走
り
だ
し
た
。

「
ゴ
メ
ン
ね
。
」

「
い
い
よ
～
♪
」

「
な
ん
で
、
私
ん
家
の
近
く
居
た
の
？
」

梨
佳
は
、
ビ
シ
ッ
と
一
軒
の
家
を
指
差
し
た
。
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「
あ
の
家
が
…
、
ど
う
か
し
た
？
」

「
ど
う
か
し
た
？
じ
ゃ
、
な
い
わ
よ
。
あ
れ
は
直
の
家
！
」

「
え
え
え
！
？
近
す
ぎ
て
気
付
か
な
か
っ
た
。
」

こ
れ
が
【
灯
台
も
と
暗
し
】
か
な
。
ふ
ふ
。

「
今
日
は
、
直
の
誕
生
日
な
ん
だ
ぁ
。
」

「
そ
う
な
の
。
じ
ゃ
、
早
く
行
っ
て
あ
げ
な
よ
。
」

「
う
ん
♪
そ
う
す
る
。
」

「
梨
佳
、
あ
り
が
と
ね
♪
」

「
お
安
い
御
用
さ
ぁ
♪
…
。
」

「
ん
？
梨
佳
、
ど
う
か
し
た
？
」

「
あ
た
し
だ
っ
て
、
で
き
た
ん
だ
か
ら
！
由
紀
乃
も
き
っ
と
、
で
き
る
よ
。
」

「
何
が
？
？
」

「
決
ま
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
。
…
、
カ
、
レ
、
シ
。
」

「
え
え
？
私
は
い
い
よ
…
。
」

「
ど
し
て
？
」

「
だ
っ
て
、
…
。
」

～
プ
ル
ル
♪
 

電
話
だ
…
。

「
【
鈴
川
結
城
】
…
。
」

「
ふ
ふ
。
」

「
何
で
！
？
鈴
川
君
が
…
、
私
の
番
号
を
。
」

「
あ
た
し
が
教
え
た
。
」

「
ま
た
！
勝
手
な
事
ぉ
！
」

「
ま
ぁ
ま
ぁ
、
恋
の
相
手
は
、
以
外
と
近
く
に
い
た
り
し
て
ね
☆
」

「
も
う
、
か
ら
か
わ
な
い
で
よ
！
」

「
早
く
で
て
あ
げ
な
～
。
」

「
も
し
も
し
？
鈴
川
君
？
」

「
～
お
っ
？
学
生
証
、
植
野
か
ら
受
け
取
っ
た
？
」

「
う
ん
…
。
」

「
～
よ
か
っ
た
～
。
」
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「
あ
り
が
と
…
。
」

「
～
気
に
す
ん
な
。
じ
ゃ
、
ま
た
な
。
」

「
も
う
、
梨
佳
っ
た
ら
…
、
ま
、
い
っ
か
。
梨
佳
い
な
い
し
…
。
」

直
の
家
か
ら
、
明
る
い
声
が
聞
こ
え
た
。

「
彼
氏
な
ん
て
、
い
ら
な
い
よ
…
。
」

由
紀
乃
は
、
自
分
の
部
屋
の
ベ
ッ
ド
に
入
っ
た
。
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四
、
姫
野
由
紀
乃
２

「
彼
氏
な
ん
て
、
男
の
人
な
ん
て
、
…
。
」

信
用
で
き
な
い
…
。

由
紀
乃
は
、
そ
の
ま
ま
、
眠
り
に
つ
い
た
。

［
起
き
ろ
、
起
き
ろ
、
朝
だ
ぞ
！
わ
ぁ
う
ん
！
］

「
う
ん
ー
…
、
も
う
、
朝
か
ぁ
。
」

［
わ
ぁ
う
ん
！
］

「
ワ
ン
太
郎
ち
ゃ
ん
、
も
う
い
い
よ
～
。
」

ポ
チ
ッ
。
ア
ラ
ー
ム
機
能
の
、
犬
（
？
）
型
時
計
が
、
鳴
り
や
ん
だ
。

「
学
校
、
行
く
ぞ
♪
」

由
紀
乃
は
、
家
を
出
た
。

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
♪

「
今
日
の
授
業
は
、
終
わ
り
だ
。
」

山
田
先
生
、
ま
た
ネ
ク
タ
イ
曲
が
っ
て
る
。

「
ん
？
姫
野
、
先
生
の
顔
に
何
か
つ
い
て
る
か
？
」

「
い
い
え
♪
」

「
や
け
に
嬉
し
そ
う
だ
な
。
先
生
も
嬉
し
く
な
る
ぞ
、
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
」

だ
っ
て
、
顔
じ
ゃ
な
く
て
ネ
ク
タ
イ
だ
も
ん
。
ふ
ふ
。

（
姫
野
の
奴
、
今
日
変
だ
な
、
元
気
を
装
お
っ
て
る
…
っ
て
い
う
か
。
）

「
先
生
、
音
楽
部
、
行
っ
て
き
ま
す
♪
」

「
そ
う
か
そ
う
か
！
が
ん
ば
れ
よ
。
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
。
」

「
は
い
♪
…
。
」

（
や
っ
ぱ
り
、
変
だ
よ
な
…
。
）
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キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
♪

（
い
っ
け
ね
！
俺
も
サ
ッ
カ
ー
部
…
。
）

「
…
。
ふ
ふ
。
そ
ん
な
昔
の
こ
と
、
思
い
だ
し
て
…
。
私
っ
た
ら
。
」

二
人
は
、
教
室
を
後
に
し
た
。

「
由
紀
乃
ち
ゃ
ん
？
元
気
な
い
み
た
い
よ
？
」

「
あ
っ
！
佐
野
先
生
、
私
元
気
で
す
よ
。
ね
☆
」

「
そ
う
…
、
そ
う
み
た
い
ね
。
」

「
由
紀
乃
、
風
邪
で
も
ひ
い
た
か
～
。
」

あ
っ
！
３
年
Ｃ
組
の
、
飯
田
夕
美
先
輩
。

「
大
丈
夫
で
す
よ
。
先
輩
☆
」

「
よ
っ
し
ゃ
、
そ
の
意
気
だ
。
う
ち
ら
３
年
も
、
頑
張
ら
な
い
と
な
。
」

「
だ
ね
、
夕
美
。
」

石
野
遥
先
輩
だ
。

「
遥
も
風
邪
ひ
く
な
よ
～
。
」

「
ま
る
で
私
が
、
ひ
い
て
る
み
た
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
～
。
」

「
あ
れ
？
由
紀
乃
、
ひ
い
て
な
か
っ
た
か
。
」

「
ひ
い
て
ま
せ
ん
よ
～
だ
！
」

「
は
は
は
。
」

そ
う
、
こ
う
や
っ
て
、
男
の
人
な
ん
て
信
用
で
き
な
い
も
ん
、
女
の
人
と
…
。
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五
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト

キ
ー
ン
コ
ー
ン
カ
ー
ン
コ
ー
ン
♪

「
ふ
ぁ
～
、
疲
れ
た
ー
。
」

こ
れ
で
、
帰
れ
る
ぜ
！

「
今
日
の
練
習
は
、
終
わ
り
だ
！
」

っ
た
く
、
顧
問
の
上
田
、
厳
し
く
っ
て
…
疲
れ
る
。

「
解
散
！
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
」

「
あ
ぁ
、
ま
た
親
父
に
怒
鳴
ら
れ
る
、
か
も
。
」

あ
れ
？
植
野
だ
。

「
ア
イ
ツ
な
ら
…
。
」

「
だ
か
ら
！
あ
た
し
は
、
知
ら
な
い
っ
て
、
結
城
君
？
ち
ょ
っ
と
、
聞
い
て
る

？
」

「
姫
野
は
、
何
で
元
気
な
い
ん
だ
よ
…
。
」

「
ち
ょ
っ
と
、
ま
た
聞
い
て
な
い
…
。
そ
の
質
問
３
回
目
だ
よ
？
」

「
！
…
、
そ
う
か
。
悪
か
っ
た
な
。
」

「
結
城
君
？
大
丈
夫
？
」

「
あ
、
あ
あ
。
」

「
結
城
君
…
は
、
何
で
由
紀
乃
の
た
め
に
、
そ
ん
な
に
熱
く
な
っ
て
る
の
？
」

「
そ
り
ゃ
、
一
応
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
か
ら
…
、
…
。
」

「
ふ
ぅ
ん
。
」

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ
か
ら
…
。
本
当
の
気
持
ち
が
、
別
に
あ
る
の
か
？
俺
は
…
。

「
実
は
ね
、
由
紀
乃
は
、
男
の
人
が
ち
ょ
っ
と
苦
手
な
の
。
」

「
え
っ
？
」

「
こ
れ
は
、
由
紀
乃
に
、
口
止
め
さ
れ
て
た
ん
だ
け
ど
…
。
」

「
苦
手
っ
て
、
ど
ん
な
風
に
？
」
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「
近
く
に
居
ら
れ
な
い
っ
て
、
感
じ
…
な
の
か
な
。
」

「
俺
と
は
、
し
ゃ
べ
っ
て
た
じ
ゃ
な
い
か
！
」

「
う
ん
…
。
あ
た
し
、
直
の
誕
生
日
の
日
…
、
由
紀
乃
に
学
生
証
、
届
け
た
と

き
、
由
紀
乃
を
誕
生
日
に
誘
わ
な
か
っ
た
ん
だ
…
。
」

「
あ
ぁ
…
。
」

「
由
紀
乃
ね
、
直
も
、
ダ
メ
み
た
い
な
の
。
」

「
…
。
」

「
で
も
ね
、
結
城
君
だ
け
は
、
大
丈
夫
み
た
い
な
の
。
」

「
え
？
」

「
だ
か
ら
…
、
あ
な
た
な
ら
、
由
紀
乃
の
、
心
の
問
題
だ
け
ど
…
、
結
城
君
な

ら
、
少
し
で
も
、
由
紀
乃
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
く
れ
る
か
な
…
、
っ
て
…
。
」

「
…
。
」

「
あ
た
し
、
思
っ
た
ん
だ
…
。
」

二
人
は
黙
っ
た
ま
ま
、
空
を
見
て
い
る
。

雨
が
降
っ
て
き
た
。

「
俺
、
由
紀
乃
の
力
に
な
れ
る
か
、
分
か
ら
な
い
け
ど
…
。
」

「
は
い
っ
、
傘
！
」

植
野
梨
佳
、
悪
い
奴
じ
ゃ
な
い
な
…
。

「
行
っ
て
く
る
。
」

結
城
の
言
葉
に
は
、
力
強
さ
と
、
優
し
さ
が
こ
も
っ
て
い
た
。
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六
、
過
去

「
や
っ
ぱ
り
、
こ
こ
に
い
た
ん
だ
な
…
。
姫
野
。
」

由
紀
乃
は
泣
い
て
い
た
。

「
植
野
か
ら
聞
い
た
ぞ
。
一
人
に
な
り
た
い
と
き
は
、
こ
こ
に
く
る
っ
て
。
」

【
緑
の
丘
】
。
こ
の
街
全
体
を
見
渡
せ
る
、
丘
を
街
の
人
は
、
そ
う
呼
ん
で
い

る
。

「
何
で
…
？
私
と
あ
な
た
は
、
他
人
じ
ゃ
な
い
…
。
何
で
私
の
た
め
に
、
こ
ん

な
と
こ
ろ
ま
で
…
、
く
る
の
…
？
」
「
そ
れ
は
…
、
俺
た
ち
は
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
だ
ろ
。
隠
し
事
な
ん
か
し
な
い
で
、
嫌
な
事
が
あ
る
な
ら
、
言
っ
て
み
ろ
よ

…
。
」

「
あ
な
た
に
言
っ
て
、
な
ん
に
な
る
の
よ
…
。
」

「
…
俺
か
ら
は
、
逃
げ
な
い
ん
だ
な
…
。
」

「
え
？
…
。
」

結
城
は
、
由
紀
乃
の
隣
に
座
っ
た
。

「
ほ
ら
、
姫
野
…
、
お
前
、
男
が
苦
手
な
ん
だ
っ
て
？
」

「
梨
佳
か
ら
…
、
聞
い
た
ん
だ
…
。
」

由
紀
乃
は
、
荷
物
と
楽
器
を
右
に
寄
せ
た
。

「
綺
麗
だ
な
…
、
こ
こ
か
ら
見
る
空
は
。
」

雨
は
、
止
ん
で
い
た
。

「
う
ん
…
。
」

結
城
の
気
持
ち
と
、
由
紀
乃
の
気
持
ち
は
、
今
、
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

「
私
ね
、
入
学
式
の
時
か
ら
、
鈴
川
君
は
、
今
ま
で
の
人
と
違
う
…
、
人
だ
と

思
っ
て
た
ん
だ
。
」

「
…
。
」

「
私
ね
、
小
学
校
の
時
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
た
の
…
。
」
「
え
っ
？
…
。
」

「
そ
れ
で
も
、
友
達
も
い
た
し
、
耐
え
ら
れ
る
。
っ
て
、
思
っ
て
た
の
。
」

空
の
星
が
、
一
層
強
く
、
光
っ
た
。

「
で
も
ね
、
日
に
日
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
…
、
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
…
、
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私
、
死
ん
じ
ゃ
お
う
か
な
っ
て
…
。
思
っ
た
ん
だ
。
」

「
…
。
」

結
城
は
、
自
分
の
気
持
ち
に
、
気
付
き
は
じ
め
て
い
た
。

「
す
る
と
、
一
人
の
男
の
子
が
ね
、
私
を
庇
っ
て
く
れ
た
の
…
。
」

「
由
紀
乃
を
い
じ
め
て
い
た
…
、
奴
ら
も
男
だ
な
…
？
…
。
」

由
紀
乃
は
、
泣
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
涙
が
枯
れ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
目
に
力

が
な
い
。

「
そ
の
男
の
子
は
、
私
を
庇
っ
た
ば
か
り
に
、
皆
か
ら
、
私
の
代
わ
り
に
い
じ

め
を
受
け
た
の
…
。
」

由
紀
乃
は
立
っ
た
。

「
で
ね
、
そ
の
男
の
子
に
、
あ
り
が
と
う
っ
て
、
伝
え
よ
う
と
、
…
。
」

由
紀
乃
は
前
に
進
む
。

「
お
い
、
姫
野
？
」

「
そ
し
た
ら
、
次
の
日
に
、
男
の
子
…
、
そ
の
い
じ
め
を
し
て
い
た
…
男
の
子

達
に
、
道
路
に
突
き
飛
ば
さ
れ
て
…
。
」

由
紀
乃
は
、
丘
の
ギ
リ
ギ
リ
で
立
っ
て
い
る
。

「
死
ん
じ
ゃ
っ
た
の
…
。
」

「
姫
野
…
！
」

「
全
部
、
私
の
せ
い
…
。
」

「
お
前
は
、
そ
れ
で
、
男
が
…
。
」

小
さ
な
雨
の
滴
が
、
二
人
を
濡
ら
す
。

「
で
も
ね
、
結
城
君
、
あ
な
た
は
ね
…
、
あ
の
男
の
子
み
た
い
な
ん
だ
…
。
」

「
…
。
」

「
優
し
い
…
、
優
し
い
心
を
持
っ
て
る
。
」

「
あ
り
が
と
う
…
。
」

「
お
い
…
！
や
め
ろ
…
。
」

由
紀
乃
の
体
が
、
結
城
の
視
界
か
ら
消
え
る
。

「
由
紀
乃
ぉ
お
お
お
お
お
っ
！
！
！
！
！
！
」
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七
、
想
い

星
空
は
、
輝
き
を
増
し
て
い
た
。

【
緑
の
丘
】
は
、
今
日
も
優
し
く
、
街
を
見
渡
す
。

優
し
く
…
。

「
う
ぅ
…
、
う
わ
ぁ
あ
あ
ん
…
。
」

「
ハ
ァ
ハ
ァ
…
。
」

「
何
で
！
？
何
で
助
け
る
の
よ
…
！
」

「
勝
手
な
…
、
事
、
す
る
な
、
ハ
ァ
…
。
」

「
う
ぅ
…
。
」

「
俺
は
…
、
植
野
に
頼
ま
れ
た
ん
だ
。
」

結
城
は
自
分
の
気
持
ち
に
、
気
付
い
て
い
た
。
「
由
紀
乃
の
、
心
の
…
、
支
え

に
な
っ
て
…
。
」

雨
が
強
く
な
る
。

「
そ
う
、
頼
ま
れ
た
ん
だ
。
」

由
紀
乃
は
、
俯
い
た
ま
ま
、
泣
い
て
い
る
。

「
こ
ん
な
に
想
っ
て
く
れ
る
、
友
達
が
い
る
ん
だ
。
お
前
は
、
一
人
じ
ゃ
な
い

…
。
お
前
は
何
も
悪
く
な
い
ん
だ
。
」

「
私
…
、
入
学
式
に
、
周
り
に
男
の
人
が
、
い
っ
ぱ
い
い
て
…
、
思
い
だ
し
ち

ゃ
っ
て
…
。
あ
の
、
怖
い
感
覚
を
…
。
」

「
な
ぁ
…
、
由
紀
乃
。
」

「
あ
れ
？
…
。
姫
野
じ
ゃ
な
い
ん
だ
ね
。
」

「
こ
れ
か
ら
は
、
由
紀
乃
の
こ
と
、
俺
が
守
っ
ち
ゃ
ダ
メ
か
な
…
。
」

由
紀
乃
は
泣
き
止
ん
で
い
た
。

「
私
、
こ
ん
な
に
…
、
嬉
し
い
気
持
ち
、
知
ら
な
か
っ
た
…
。
」

由
紀
乃
は
右
手
の
、
荷
物
の
中
か
ら
、
ウ
゛
ァ
イ
オ
リ
ン
を
取
り
出
し
た
。
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由
紀
乃
は
、
ウ
゛
ァ
イ
オ
リ
ン
を
弾
き
は
じ
め
た
。

「
綺
麗
だ
…
。
こ
の
夜
空
よ
り
も
…
。
」

そ
の
音
色
は
、
ど
こ
ま
で
も
…
、
ど
こ
ま
で
も
、
響
き
渡
っ
た
。

そ
れ
は
、
雨
上
が
り
の
空
の
で
き
事
だ
っ
た
。

「
由
紀
乃
、
好
き
だ
…
。
」

結
城
は
、
自
分
の
方
へ
、
由
紀
乃
を
引
き
寄
せ
る
と
、
や
が
て
深
い
キ
ス
に
…
、

二
人
の
時
間
は
止
ま
っ
て
い
た
。

「
帰
る
か
。
」

「
う
ん
。
」

二
人
は
、
こ
の
日
は
じ
め
て
、
自
分
の
気
持
ち
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
た
。

由
紀
乃
は
、
自
分
の
過
去
に
打
ち
勝
っ
た
。

由
紀
乃
は
幸
せ
だ
っ
た
。
そ
う
…
、
今
は
…
。

～
プ
ル
ル
♪

「
も
し
も
し
？
俺
だ
よ
。
由
紀
乃
？
」

こ
の
電
話
か
ら
、
物
語
は
、
大
き
く
傾
く
こ
と
に
な
る
。
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八
、
そ
の
時
…

「
私
、
ど
う
し
て
い
い
か
…
、
分
か
ら
な
い
よ
…
。
」

「
意
識
が
、
回
復
し
ま
せ
ん
！
」

「
声
を
か
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
！
」

「
な
ぁ
…
、
皆
来
て
る
ぜ
、
起
き
ろ
よ
！
」

「
…
…
君
！
起
き
て
！
」

「
起
き
て
よ
、
ま
た
笑
っ
て
よ
、
結
城
！
」

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

【
あ
の
日
】
か
ら
、
数
ヵ
月
後
…
。

～
プ
ル
ル
♪

「
も
し
も
し
？
俺
だ
よ
。
由
紀
乃
？
」

由
紀
乃
は
、
慌
て
た
様
子
で
い
る
。

「
も
し
も
し
…
？
結
城
？
」

「
何
か
用
な
ら
、
メ
ー
ル
す
れ
ば
い
い
の
…
。
」

…
？

「
聞
こ
え
ね
え
よ
？
由
紀
乃
？
」
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「
今
何
て
言
っ
た
の
？
由
紀
乃
？
」

「
た
…
や
が
…
。
」

「
由
紀
乃
、
落
ち
つ
い
て
、
話
て
み
て
。
」

「
達
也
が
…
、
達
也
が
！
肺
炎
を
起
こ
し
た
の
！
」

「
な
ん
…
だ
っ
て
？
」

【
岩
井
達
也
。
由
紀
乃
の
、
い
と
こ
に
当
た
る
。
持
病
の
喘
息
を
持
ち
、
現
在

は
小
学
生
。
】

「
そ
の
達
也
が
、
肺
炎
て
、
命
に
関
わ
る
ん
じ
ゃ
…
。
」

「
わ
ぁ
あ
ぁ
ん
…
！
」

由
紀
乃
の
泣
き
声
が
、
聞
こ
え
る
。

「
分
か
っ
た
…
。
場
所
は
何
処
だ
？
す
ぐ
行
く
。
」

「
う
う
ぅ
…
東
…
山
の
…
病
院
。
」

結
城
は
、
自
転
車
で
、
走
り
だ
し
て
い
た
。

「
く
そ
っ
！
ど
け
ぇ
ー
！
」

街
中
の
人
混
み
を
、
抜
け
て
行
く
結
城
。

「
早
く
変
わ
れ
…
。
」

今
の
結
城
に
は
、
信
号
す
ら
、
苛
立
ち
の
種
に
な
っ
て
い
る
。

「
変
わ
っ
た
。
」

信
号
が
変
わ
っ
た
…
。

「
急
げ
。
急
げ
。
急
げ
。
」

何
か
の
デ
ー
タ
が
、
イ
ン
プ
ッ
ト
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
、
結
城
は
走
っ
て
い
た
。

ブ
ブ
ブ
ー
！
！
！

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
、
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
、
道
路
中
に
、
響
き
渡
っ
た
。

鈍
い
音
と
と
も
に
…
。
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結
城
の
携
帯
の
画
面
に
は
、

【
達
也
は
落
ち
つ
い
た
よ
…
。
よ
か
っ
た
。
】

ｂ
ｙ
由
紀
乃

と
、
映
し
だ
さ
れ
て
い
た
。
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九
、
そ
れ
か
ら
…

…
…
ド
ク
ン
…

…
ド
ク
ン
…

こ
こ
は
、
ど
こ
だ
…
？

俺
は
…
、
誰
だ
…
？

思
い
出
せ
…
。
思
い
出
せ
！

誰
か
が
呼
ぶ
声
が
…
、
聞
こ
え
る
。

「
…
…
！
起
…
よ
…
！
」

「
…
結
…
城
！
」

そ
う
か
、
俺
は
…
。

全
部
、
思
い
だ
し
た
。

こ
こ
で
、
こ
ん
な
真
っ
暗
な
…
、
と
こ
ろ
で
、
寝
て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
…
。

守
ら
な
く
ち
ゃ
、
い
け
な
い
人
が
、
い
る
ん
だ
。

俺
の
身
体
…
、
言
う
こ
と
を
聞
け
！

何
で
だ
…
。

身
体
が
、
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
…
。

声
が
、
段
々
遠
く
な
っ
て
い
く
…
。
由
紀
乃
…
。

…
ド
ク
ン
…
…
ド
ク
ン
…

…
ド
ク
ン
…
…
…
…
ド
ク
ン
…
…
…
…
…
…
…
ド
ク
ン
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
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「
結
城
い
ぃ
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
！
」

「
御
臨
終
で
す
…
。
」

「
う
わ
あ
あ
あ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
あ
あ
ぁ
わ
ぁ
あ
！
」

「
何
で
…
、
何
で
だ
よ
…
。
」

「
結
城
君
、
…
。
嘘
…
な
ん
で
し
ょ
…
？
」

こ
の
夜
、
由
紀
乃
だ
け
が
、
結
城
の
傍
を
離
れ
ず
、
一
生
で
最
大
の
量
の
涙
を
、

流
し
た
。

そ
う
…
、
ま
る
で
、
そ
こ
に
雨
が
降
っ
た
よ
う
に
、
…
。

そ
れ
か
ら
、
数
年
後
…
。

「
ね
ぇ
、
見
て
～
。
お
母
さ
ん
。
」

「
な
ぁ
に
？
結
衣
？
」

「
今
日
も
、
あ
の
お
姉
ち
ゃ
ん
、
彼
処
に
座
っ
て
る
。
何
し
て
る
の
か
な
～
？
」

「
人
は
、
皆
ね
、
辛
い
と
き
、
嬉
し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
楽
し
い
と
き
、

あ
ん
な
風
に
す
る
ん
だ
よ
。
」

「
ふ
ぅ
ん
。
あ
ん
ま
り
分
か
ん
な
い
や
。
行
こ
、
お
母
さ
ん
。
」

「
梨
佳
、
ま
た
こ
こ
に
、
き
て
た
の
か
。
」

「
直
…
。
う
ん
…
。
」

「
あ
れ
れ
？
お
母
さ
ん
も
、
お
父
さ
ん
も
、
み
す
て
り
ぃ
な
感
じ
だ
ね
～
。
」

「
ま
た
結
衣
、
ど
こ
で
そ
ん
な
言
葉
、
覚
え
た
の
？
」

「
幼
稚
園
だ
も
ー
ん
。
」

「
そ
う
。
」
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「
行
こ
う
か
。
梨
佳
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
、
あ
げ
よ
う
。
」

「
そ
う
ね
…
。
」
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エ
ピ
ロ
ー
グ

「
ね
ぇ
、
結
城
。
あ
れ
か
ら
、
ど
れ
く
ら
い
た
っ
た
の
か
な
？
」

由
紀
乃
は
泣
い
て
い
た
。

鈴
川
結
城
。
そ
う
書
か
れ
た
墓
に
は
、
暖
か
い
雨
が
、
降
っ
て
い
た
。

「
結
城
が
い
な
く
な
っ
て
、
私
大
変
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
ふ
ふ
。
」

空
か
ら
雨
が
落
ち
る
。

「
今
、
梨
佳
と
直
は
、
結
婚
し
て
、
ち
ょ
っ
と
羨
ま
し
い
な
。
っ
て
、
思
う
こ

と
も
あ
る
ん
だ
。
」

「
結
城
の
せ
い
だ
ぞ
。
ふ
ふ
。
」

「
結
城
の
お
父
さ
ん
も
、
お
母
さ
ん
も
、
大
変
だ
っ
た
み
た
い
…
。
」

「
昔
の
、
音
楽
部
の
先
輩
た
ち
は
、
有
名
な
音
楽
家
に
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
」

「
あ
ん
た
の
い
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
も
、
地
道
に
今
で
も
、
宇
山
高
校
サ
ッ
カ
ー

部
。
と
し
て
、
頑
張
っ
て
る
み
た
い
。
エ
ー
ス
ス
ト
ラ
イ
カ
ー
が
、
い
な
く
な

っ
た
ら
ダ
メ
じ
ゃ
な
い
…
。
」

「
達
也
も
、
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
よ
。
」

「
…
う
ぅ
…
。
」

「
ゴ
メ
ン
ね
…
。
結
城
…
、
私
の
せ
い
で
…
。
」

由
紀
乃
が
言
い
終
わ
る
と
、
風
が
吹
い
た
。
優
し
い
風
が
…
。

「
で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
あ
な
た
に
一
番
伝
え
た
い
の
は
、
あ
り
が
と
う
。
か
な

…
。
」

「
私
ね
、
今
、
男
の
人
怖
く
な
い
よ
。
」

暖
か
い
雨
と
、
空
か
ら
の
雨
。

止
ん
で
い
た
。

「
全
部
、
ぜ
ん
ぶ
、
ぜ
ー
ん
ぶ
！
」

「
あ
な
た
の
お
か
げ
だ
よ
…
。
」

「
あ
な
た
が
、
こ
こ
で
、
私
を
助
け
て
く
れ
た
。
あ
な
た
が
私
の
過
去
を
、
変

え
て
く
れ
た
。
あ
な
た
が
…
。
」

今
日
も
、
【
緑
の
丘
】
は
、
優
し
く
、
美
し
く
、
夜
空
を
映
し
て
い
た
。
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雨
上
が
り
の
空
の
出
来
事
だ
っ
た
…
。

「
由
～
紀
～
乃
♪

何
泣
い
て
ん
だ
よ
～
。
」

由
紀
乃
は
振
り
返
る
。

何
も
な
か
っ
た
…
。

由
紀
乃
は
、
確
信
し
て
い
た
。

「
結
城
…
。
」

由
紀
乃
は
、
ウ
゛
ァ
イ
オ
リ
ン
に
手
を
伸
ば
す
。
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エ
ピ
ロ
ー
グ
（
後
書
き
）

最
後
ま
で
、
読
ん
で
下
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
本
当
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

雨上がりの空の下

2010年12月18日03時41分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n4847f/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n4847f/

